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・ばねの種類や用途、ばねの図示法および要目表の記入法など、ばね製図の基本
的な事項について学習する。・溶接継手の種類や溶接部の記号表示について、実
例（実形）を踏まえながら理解する。・Vプーリやスプロケットを用いた各種伝動
装置の原理や図示法について学習する。

・歯車の種類や各部の名称、その他一般的な事項について理解したうえで、歯車
の図示法や要目表の記入など歯車製図に関する基本的な事項について、実技(演習
課題等）を通して学習する。
・はすば歯車ややまば歯車、かさ歯車、ウオームギヤなどの特殊な歯車について
学習する。・Vプーリやスプロケットを用いた各種伝動装置の原理や図示法につい
て学習する。

ねじの種類、ねじ製図、ボルト・ナットの製図を学習する。とくにねじの図示
法、ボルト・ナットの略画法の習熟につとめる。この間、各種の関連規格を理解
する。
各種の継ぎ手の製図を通して、キー溝の表し方、寸法公差記号の利用について、
軸とはまりあう相手との間には、つねにはめあいの関係があることを忘れてなら
ないことに注意する。また、この節では、キーおよび各種軸継手の規格の利用に
習熟するようにつとめる。
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実習態度。作品、出
席状況などを総合

的に判断し評価する
CAD製図

・従来の手がきによる製図との違いや、CADスシテムがもつ機能や使用例等につい
て学習する。

・二次元ＣＡＤの基本的な構成や機能等を理解し、その基本操作等について学習
する。

機械要素の製図
ばね

機械要素の製図
溶接継ぎ手

機械要素の製図
管・管継手・バルブ
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機械要素の製図
プーリ、スプロケット

実習態度。作品、出
席状況などを総合

的に判断し評価する

4
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教科　（工業）　　科目（３年 製図）　　　単位数：【２単位】

実習態度。作品、出
席状況などを総合

的に判断し評価する
22

工業技術科　担当者：深谷

機械要素の製図
ねじ
軸と継ぎ手

6

7

機械要素の製図
ねじ
軸と継ぎ手

機械要素の製図
軸受と歯車

機械要素の製図
2学年までの復習
ねじ
軸継ぎ手

機械製図 （実教出版）


